資料１

独立行政法人医薬基盤研究所の概要
１．名称

独立行政法人医薬基盤研究所
（英語名：National Institute of Biomedical Innovation）

　　所在地：大阪府茨木彩都あさぎ６－８－７

２．設立の背景
　　厚生労働省では、平成７年度に附属研究機関の再編強化を行うこととし、少子高齢化の中で新たに求められる画期的な創薬の開発に資する研究所を、国立医薬品食品衛生研究所大阪支所を母体とし関係機関の一部機能の見直しを行いながら作ることとしました。
そして、効率的な運営を行う為、組織形態として、独立行政法人の形態をとったこの研究所が、独立行政法人医薬基盤研究所法（平成１６年第１５９回通常国会）をもって設立されることが決まり、平成１７年４月１日に正式に発足するに至ったものです。
３．目的及び業務
医薬品技術及び医療機器等技術に関し、共通的・普遍的な研究開発、、試験研究用生物資源の研究開発、研究開発の振興等の業務を行うことにより、医薬品及び医療機器等の開発のための基盤の整備を図り、もって国民保健の向上に資することを目指しています。
これらの業務を行う為、基盤的研究部、生物資源研究部、研究振興部の他、霊長類医科学研究センターと薬用植物資源研究センターがおかれ、総務部と企画調整部によって効率的・戦略的組織運営を図ることとしています。
３．理事長

　　山西　弘一（前 大阪大学医学部長）
４．組織規模

定員：９５名

　　平成１７年度予算：１１６億円（うち９０億円の外部研究助成金を含む。）
５．業務概要
基盤技術を活用した医薬品開発の支援





基礎的研究の振興





霊長類医科学研究





薬用植物資源研究





実験動物開発研究





遺伝子バンク





細胞バンク





医薬品等に関する試験研究に用いるための生物資源の研究





医薬品等の開発に向けた研究開発の支援





医薬品等に関する試験研究に用いるための生物資源の研究





医薬品等の開発を行う際に共通的に利用できる技術の開発





遺伝子導入技術開発研究





次世代免疫制御療法基盤技術開発研究





疾患関連タンパク質の探索研究





医薬品の安全性予測のための毒性学的ゲノム研究





生物資源研究





研究開発振興





基盤的研究





希少疾病用医薬品等の開発の支援

































































